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JWST/MIRI:中間赤外線の新たな観測装置
Spitzerと比べ感度・解像度が大幅に改善

→PAH輝線分析の進展・AGN検出への利用
本論文:SMACS0723のMIRI観測データ+HST, NIRCam
→・遠方銀河の赤方偏移決定

・dustyかつAGNをもつ銀河の物理情報決定
銀河の観測におけるMIRIの有用性は？

サンプリング
観測データ(HST, NIRCam, MIRI)
①SExtractorで光源を検出
②TOPCATで各検出器の光源の対応を決定
③ 以下の条件に合う光源を抽出
A) MIRIとNIRCamの双方で検出
B) 銀河団中心に近すぎない
C) 銀河である
D) (SEDフィッティング後)𝜒ௗଶ < 6である
E) 分光赤方偏移のP値が測光赤方偏移の

半分未満(2nd peakが存在する場合)
→181銀河をサンプリング

MIRI, NIRCam, HSTの各観測領域。
画像はHSTのもの。

SEDフィッティング
photo-zを様々な方法で導くためcigale, EASYでSEDフィット

①MIRI, NIRCam, HSTデータを用いてSEDフィットを行い、銀河サ
ンプルの物理量(赤方偏移、星質量、SFR、fracAGN)を𝜒ଶ検定とベイ
ズ統計学的手法で決定
② ①と同じSEDフィットをMIRIデータを使わずに行い同様に物理量
を決定

物理量の比較
①赤方偏移(測光赤方偏移)
・ほとんどは一致、MIRIにより誤差が半分
・一部の銀河はMIRIなしでlow-zと誤認
(ライマン/バルマーブレイクの誤認が原因)
・分光赤方偏移との比較:MIRIの使用により
誤差が3%→0.1%

②SFR・星質量
zをfreeにしたfitとMIRI観測値でfixしたfit
・星質量は変化ほぼ無し、誤差0.1dex低下
・SFRは0.1dex低くなり誤差も0.1dex低下
・一部天体(zの誤差が大きかったもの)
は誤差が劇的に小さくなった

③fracAGN
・MIRIの使用により全体的に値が下がる
・各データ点の誤差が平均0.17低下、
①や②と同様改善がみられる
・SEDフィッティングよりfracAGN＞0.1
でAGN、それ以外がSFG?

Median SED比較

MIRIデータ使用の有無によるmedian 
SEDの変化:
・4㎛以上でwith MIRIが顕著なPAH
輝線を示す
・可視光とUV slopeがsteepに
→ダスト減光が弱く、若い星が多いと判断される

その後、HSTカタログとの照合を行う(0.3”以内に対応天体がないものは
forcedアパーチャー内でHSTのフラックスを計算)


